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5 条 第 1 項 該 当
科 外 科 系 専 攻
L ipids M etabolism in th e C erebral E dem a
G lycolipids M etabolism in th e E xperim entally
P roduced C erebral E dem a
(浮腰脳における脂質代謝実験的脳浮腫における糖脂質代謝)
(主 査)
論 文 調 査 委員 教 授 荒 木 千 里 教 授 木 林 忠 司 教 授 伊 藤 鉄 夫
＼
論 文 内 1 容 の 要 旨
1) 正常成猪脳および硬膜外圧迫法により作製 した成猪浮腫脳について硬膜外ラテックス ･バ/レー ンの
内容除去直後, 24時間後および48時間後の灰白質, 皮質下白質および脳幹部のセレブロシ ド量および灰白
質中のガング1) オシ ド量を測定 した｡
2) 定型的な髄鞘脂質の一種であるセレブロシ ド量は皮質下白質および脳幹部では48時間経過中ほとん
ど変化を示さなかったが, 灰白質では0 時間および24時間標本において軽度の増加が認められた｡
3) 脳中では主として灰白質, 特に神経細胞の細胞膜, デンドライ ト等の含まれるマイクロゾ- ム分画
に含まれるガングリオシ ド量は 0時間標本において有意の低下を示 したが, 脳活性の恢復とともに48時間
以内に正常値に復帰する傾向を示 した｡
4) 猫の正常脳および浮塵脳の灰白質および皮質下白質の dry w eight/w et w eight raetio を測定 し
たが, 測定前組織中の自由水を十分源紙により拭去するときは, 正常脳と浮腫脳の問に有意の差が認めら
れないことがわかった｡
5) 脳浮塵動物 (描) にガングリオシ ドの生合成に必要なユ1) ディン, U T P , U D P-glucose 等のユ1)
ディン誘導体を治療の目的で静注投与 したが, ユ .) デ ィンが脳波所見上から最も有効であった｡ i ) デ ィ
ンの効果には再現性があり, 約40乃至50分間持続 した｡
6) 以上の結果を脳浮腰における neural cell の形態学的変化, 組織興奮性の問題, gangliosidase
system および核蛋白遊出の問題, 核酸誘導物質の脳血液関門通過の問題等に関連 して検討論議 した｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
猪における実験で, 脳硬膜の外から一定時間脳を圧迫 したのちその圧迫を除去すると, 徐々に脳浮腰を





ガング.) オシ ドは圧迫除去直後に確実に低下する｡ しか しその後脳活性ゐ恢復とともに, 徐々に快復す
る｡
脳浮腫猪にガング1) オy ドの生合成に必要なユ1) ディン, U T P, U DP-グリコ- ズ等のユ1) ディン誘導
体を治療の目的で静注すると, 脳波所見からみてユf) ディン埠与の場合にもっとも有効であった｡ この効
果は再現性があり, 約40- 50 分間持続する｡
以上から脳浮腫時の機能障害にガングl) オア ド代謝が関連 していて, その生合成に必要なユ1) ディンを
あたえることによって改善されることをしる｡
本論文は学術上有益にして医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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